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政務活動報告書 

 

１ 政務活動名 

   農業、漁業の振興先進地視察調査    

 

２  政務活動内容 

   農業の六次産業化を視察調査 

① (株)六星 １１月８日午前９時から石川県白山市にある農業法人、(株)

六星に行き、沿革や経緯や現状などを視察調査 

沿革 

昭和５２年 レタス農家５戸で生産組織を設立 

  昭和５７年 組織の強化を図ることを目的に「農事組合法人六星生産組合」

に改編 

  昭和５７年 加工製造販売に取り組み開始、かきもちを販売開始 

  平成元年  「(有)六星生産組合」に改編、若手社員が入社し始める。 

  平成７～８年 １００ha規模のライスセンター建設、加工場、直売店を移転

新築 

  平成１４年 無農薬、無化学肥料栽培米の生産を開始 

  平成１９年 (株)六星に改編、創業者から後継者へ承継 

 平成２２年 直売店２点目「むっつぼし金沢百番街店」オープン 

平成２３年 直売店３店目「むっつぼし金沢長坂店」オープン      

平成２５年 「豆餅すずめ」「お福分け」をブランド化   

平成２６年 全国農業祭で内閣総理大臣賞を受賞 

平成２８年 直売店４店目「むっつぼし近江町市場店」オープン 

  

 

 

 

 

 

 注）１ 政務活動名には、実施した活動名を記載する。 

       （例～○○調査研究、○○研修、○○広報・広聴、○○会議など） 

     ２  政務活動内容及び政務活動成果には、具体的な内容とその成果を 

    記載する。 
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現在の経営規模は水田１４２，７ha、畑５，４haで、従業員は４５名、パー

ト８１名で平均年齢は３４才です。販売品目は無農薬野菜、無肥料栽培の米や

米を利用した各種もち、お菓子、野菜を使った各種惣菜や弁当、野菜の直売や

レストラン経営など、生産から加工、販売まで６次産業化しています。 

総収入は１１億円を超えるとのことです。 

 

  ②(株)ぶった農産 １０時３０分からすぐ近く

にある、野々市市の農業法

人を視察調査、佛田社長か

ら説明を受ける。 

沿革、これまでの経緯 

昭和５１年 野々市水稲受託組合が組織さ

れ、佛田孝治が２５２aの農 

地を借入し、専業農家となる 
昭和５５年 金沢青かぶを利用して、かぶ

ら寿しの加工販売を始める。

乾燥能力１２トン（日量）の

ミニライスセンターを建設 

昭和６１年 第１５回日本農業賞、第２５回天皇杯受賞。直売店舗設置 

昭和６３年 農業生産法人(有)ぶった農産へ組織改編 

平成２年  特別栽培米を始める。店舗の通年営業開始 

平成３年  加工品の多品目化。民間局地気象情報の利用開始 

平成９年  野菜の有機栽培に取り組む               

平成１３年 (株)ぶった農産に組織改編、社長に佛田利弘がなる 

平成２６年 金沢駅百番街あんとへ出店、甘えびせんべい販売開始 

平成２８年 加賀玄米棒茶、加賀玄

米煎茶を販売開始 

 

現在の経営規模は水田２８ha、畑

３haで従業員数は正社員１１名、パ

ート１２名です。販売品目は特別栽

培米の米や、魚と野菜を使ったかぶ

ら寿司、野菜を利用した各種漬物類

です。売上高は１億２千万円です。 

（直売店陳列棚） 

注）１ 政務活動名には、実施した活動名を記載する。 

       （例～○○調査研究、○○研修、○○広報・広聴、○○会議など） 

     ２  政務活動内容及び政務活動成果には、具体的な内容とその成果を        

記載する。 
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漁業の種苗生産施設の視察調査 

① 石川県水産総合センター（志賀事業所）１１月８日午後１時３０分から

同施設のヒラメ、クロダイ、アワビ、サザエ、アカガイの種苗生産施設

を濵上所長の案内で視察調査をした。 

施設の沿革 

昭和６３年 電源交付金５．７５             

億円で建設 

平成元年  管理棟を０．３３億 

円で整備 

平成３年  取水管延長工事を 

０．３９億円で整備 

平成１０年 温排水利用種苗生産    

施設を２２．８５億円で建設 

平成１２年 広報、研修棟を整備 

この施設は、隣接する原子力発電所の冷却水を、最大７５０ｔ/h利用し

自然海水と組み合わせている(発電所から放出される量の２００分の１程

度)ので、ポンプの維持費だけですむ。 

   現在、原子力発電所は休止中で、重油で水温を調整しているため、かなり

のコスト高になるとの事です。 

 

 

 

 

    （孵化状況調査） 

 

      

 注）１ 政務活動名には、実施した活動名を記載する。 

       （例～○○調査研究、○○研修、○○広報・広聴、○○会議など） 

     ２  政務活動内容及び政務活動成果には、具体的な内容とその成果を 

    記載する。 
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  温排水利用の利点 

ヒラメの産卵促進が可能      

早期生産が可能になる 

① 餌のアミエビが多い

6月に放流できる…

…稚魚が餌に遭遇し

やすい 

② 天然ヒラメと同じ大

型サイズで放流でき

る……天然ヒラメに食害されにくくなる 

③ 夏の高温期の前に中間育成が終了する……中間育成がしやすくなる 

センターでは漁業者などに種苗を供給している 

センターの種苗配布価格は下記の通りとなっている 

ヒラメ 平均全長１００㎜  １尾４０円 放流用 

ヒラメ 平均全長 ８０㎜  １尾８０円 養殖用 

クロダイ 平均全長５０㎜  １尾９円  放流用 

クロダイ 平均全長５０㎜  １尾３０円 養殖用 

アワビ 殻長16～２０㎜   １個２０円 放流用 

アワビ 殻長16～２０㎜   １個３０円 養殖用 

サザエ 体重２．５g内外   １kg４，８００円 放流用 

アカガイ 殻長２㎜     １個１円   （生産水槽）    

３ 政務活動の成果 

 農業の6次産業化による振興事例では、農業者のモデルを視察調査したが、 

①  (株)六星は、白山市の農地の大半を借入、購入して地域農業を守って

いる。高齢化が進んで農業が崩壊していく中、若い世代の人が、農業に

挑戦し、栽培する農産物ををすべて加工販売している。１５０ｈａ程の

経営規模で総収入１１億円を超えるのは、驚くべき数字である。これは

、長年にわたって人材育成してきた成果であると感じた。 

②  (株)ぶった農産は経営規模３０ｈａ程で、どこにでもある規模の農家

で、身の丈にあった経営の見本と思う。ここでは米の販売は精米と玄米

煎茶だけで、野菜と魚を利用したかぶら寿しのほか、ほとんどが漬物類

である。面積換算すると１０ａ当たり４０万円位になる。本町の農業者

は、一部精米加工して販売しているが、ほとんどが原料を系統販売して

いるため、米で１０a当たり１０万円以下の売り上げの農家が多い。こ

れからは、農産物に付加価値をつけて売る事を考えないと、町の目指し

注）１ 政務活動名には、実施した活動名を記載する。 

       （例～○○調査研究、○○研修、○○広報・広聴、○○会議など） 

     ２  政務活動内容及び政務活動成果には、具体的な内容とその成果を 

    記載する 



 

 

別紙 

ている農業の振興は不可能であると思います。 

石川県水産総合センターは、電源交付金で建設されたため、設備が整ってお

り、特に省力のための機械器具が整備されている。県の漁業者は、沖合漁業か

ら養殖漁業に転換し、真剣に養殖に取り組んでおり、かなり成果が上がってい

るとの事。本町は限られた養殖漁業環境にあるが、栽培漁業センターや港湾、

海洋牧場など、今ある施設の有効活用を図り、漁業振興を図ることが求められ

ています。 

 注）１ 政務活動名には、実施した活動名を記載する。                    

（例～○○調査研究、○○研修、○○広報・広聴、○○会議など） 

     ２  政務活動内容及び政務活動成果には、具体的な内容とその成果を 

    記載する                                   


